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山口県立山口博物館研究報告　第49号　 25〜36頁　2023年3月

2022年度特別展「ふしぎ！おどろき！大動物展」について

田中　浩１）

The 2022 Special Exhibition “Mystery! Surprise! Large Animal Exhibition”

Hiroshi Tanaka

Abstract
The 2022 Special Exhibition was held from July 15 to August 28, 2022, on the 3rd floor of the 
Yamaguchi Prefectural Museum in Yamaguchi, Japan. Focusing on the rearing of wild animals, the 
exhibition explained how parents take care of their young and how they grow up, using photos and 
videos taken in the world, Japan, and Yamaguchi by Yukihiro Fukuda, a photographer of wild animals. 
Also shown were a 3D 180-degree VR image of wild Japanese badgers taken for the first time in the 
world in Yamaguchi City, Yamaguchi Prefecture, and a scene of a first instar larva of a horseshoe crab 
emerging from the sand into the sea. The following is an overview of the special exhibition based on 
photographs and explanatory panels detailing each corner. 
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はじめに

　令和４（2022）年度の特別展を2022年７月15日㈮～８月28日㈰、山口県立山口博物館３階を
会場として開催した。野生動物の子育てに注目し、しあわせ動物写真家　福田幸広氏が世界、
日本、山口で撮影した写真や映像を使い、親が子をどのように世話をし、子が成長していくの
かを解説展示した。また、世界で初めて山口県山口市で撮影された野生アナグマの３D180度
VR映像や、カブトガニの１齢幼生が砂の中から海に出るシーンなどを放映した。各コーナー
の詳細を写真と解説パネルをもとに概要を報告する。

第１部　さぐろう！動物たちの暮らし　どんな方法で動物を調べるの！
　動物サポーターが作製したジオラマの森の中に、ツキノワグマ、キツネ、タヌキ、アナグマ、
テン、イタチ、ニホンザル、ノウサギ、ニホンジカ、ムササビ、アカネズミ、ヒメネズミ、コ
ウベモグラなど20種の野生動物とフンを配置し、調査用具であるトラップや個体には発信機を
付けるなど調査の現場を再現した（図１a–c）。ムササビの食痕、ヤマネの巣材など調査で採
集した痕跡、自動撮影カメラや調査で使用する道具を展示した（図１d–f）。展示した解説パ
ネルを示した（図１j–r）。

１）山口県立山口博物館（動物）



−26−

〔山口博物館研究報告田中　浩

　赤外線小型カメラをコウベモグラのトンネル内に設置し、コウベモグラ、ニホンジネズミ、
ヒミズ、ハタネズミの利用が確認された映像と剥製をジオラマ内に展示した（図１g）。サー
マルカメラで撮影されたカヤネズミとヒメネズミの映像を放映した（図１h）。暗闇で赤外線
カメラとサーマルカメラの体験路を設置した（図１i）。

図1　a–c　動物サポーターが作製したジオラマ　20種の剥製と調査用具を配置
a b c

図１　ムササビの食痕（d）, 巣箱でのヤマネなどの巣材（e）, トラップ・発信機などの調査用具（f）
d e f

図１　モグラのトンネル利用種（g）, サーマルカメラでの映像（h）,  暗闇でのカメラ体験（i）
g h i

図1　j–k　野生動物の痕跡や、食痕・フンからわかる行動・食性調査例
j kk l
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図1　m–o　トラップ調査、巣箱調査による個体の行動調査例
m nn o

図1　p–r　センサーカメラやサーマルカメラをどのように設置し、調査を行うかの事例
p q r

第２部　世界や日本の動物大集合　のぞいてみよう！動物たちの子育て
　おかあさんから赤ちゃんへのプレゼントと題して、北アメリカのシロイワヤギ、ニシインドマ
ナティー、北極海のタテゴトアザラシ、オーストラリアのウォンバット、フォークランドのキン
グペンギン、日本のイノシシなど20種の世界・日本の野生動物の子育てを写真と映像で紹介した
（図２ a–n）、実物大写真や剥製やで形態や大きさも理解できるようにした（図２ o–x）。展示
した写真の動物リストを示した（表１）。剥製は哺乳類・鳥類合わせて78体を展示した（表２）。

図２　動物たちの子育て展示　シロイワヤギ（a）, ニシインドマナティー（b）, タテゴトアザラシ（c）
a b c
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図2　動物たちの子育て展示　ウォンバット(d), キングペンギン(e), イノシシ(f)
d e f

図2　入口歓迎映像とゲート(g), 全体(h), 第一壁面展示と映像(i)
g h i

図2　第2壁面展示と映像(j), 第3壁面展示と映像(k), 第4壁面展示と映像(l)
j k l

図2　写真と解説　ミサキウマ(m)・シロイワヤギ(n), 実物大のキリン・アフリカゾウ(o)
m n o

図2　剥製 展示 キングペンギン・オタリア他(p), ライオンのオス・メス・子他(q), チーター他(r)
p q r

図2　剥製の前に種名と写真を示す(s), ニホンカモシカ・ジャコウウシ他(t), キリン・シマウマ他(u)
s t u
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図2　剥製ニホンザル・オランウータン子他(v), ラッコ・ノウサギ他(w), アホウドリ・グンカンドリ他(x)
v w x

表1　写真・映像展示一覧
類 目 科 和名

哺乳類 双前歯目 ウォンバット科 ウォンバット
哺乳類 海牛目 マナティー科 ニシインドマナティー
哺乳類 長鼻目 ゾウ科  アフリカゾウ
哺乳類 齧歯目 リス科 ニホンリス
哺乳類 霊長目 オナガザル科 ニホンザル　　
哺乳類 霊長目 オナガザル科 クロザル
哺乳類 霊長目 ヒト科 オランウータン
哺乳類 食肉目 イタチ科 ラッコ
哺乳類 食肉目 ネコ科 チーター
哺乳類 食肉目 ネコ科 ライオン
哺乳類 食肉目 アザラシ科 タテゴトアザラシ
哺乳類 食肉目 アシカ科 オーストラリアアシカ
哺乳類 奇蹄目 ウマ科 ミサキウマ
哺乳類 偶蹄目 イノシシ科 イノシシ
哺乳類 偶蹄目 キリン科 キリン
哺乳類 偶蹄目 ウシ科 ニホンカモシカ
哺乳類 偶蹄目 ウシ科 シロイワヤギ
鳥類 ペンギン目 ペンギン科 イワトビペンギン
鳥類 ペンギン目 ペンギン科 キングペンギン
鳥類 ペンギン目 ペンギン科 ジェンツーペンギン
鳥類 キリバス諸島　クリスマス島の海鳥

表2　剥製展示一覧
類名 目名 科名 和名 所蔵

哺乳類 単孔目 カモノハシ科 カモノハシ 山口県立山口博物館
哺乳類 単孔目 ハリモグラ科 ハリモグラ 山口県立山口博物館
哺乳類 双前歯目 ウォンバット科 ウォンバット 山口県立山口博物館
哺乳類 兎形目 ウサギ科 アマミノクロウサギ 山口県立山口博物館
哺乳類 兎形目 ウサギ科 ニホンノウサギ 山口県立山口博物館
哺乳類 齧歯目 ヤマネ科 ヤマネ 山口県立山口博物館
哺乳類 齧歯目 ネズミ科 アカネズミ 山口県立山口博物館
哺乳類 齧歯目 ネズミ科 カヤネズミ 山口県立山口博物館
哺乳類 齧歯目 ネズミ科 ケナガネズミ 山口県立山口博物館
哺乳類 齧歯目 ネズミ科 ドブネズミ 山口県立山口博物館
哺乳類 齧歯目 ネズミ科 ハタネズミ 山口県立山口博物館
哺乳類 齧歯目 ネズミ科 ヒメネズミ 山口県立山口博物館
哺乳類 齧歯目 ハリネズミ科 ハリネズミ 山口県立山口博物館
哺乳類 齧歯目 リス科 タイリクモモンガ 北九州市立自然史・歴史博物館
哺乳類 齧歯目 リス科 ニホンモモンガ 北九州市立自然史・歴史博物館
哺乳類 齧歯目 リス科 ニホンリス 山口県立山口博物館
哺乳類 齧歯目 リス科 ニホンリス　巣 井の頭自然文化園
哺乳類 齧歯目 リス科 ムササビ 山口県立山口博物館
哺乳類 齧歯目 ヌートリア科 ヌートリア 山口県立山口博物館
哺乳類 食肉目 イヌ科 アカギツネ 山口県立山口博物館
哺乳類 食肉目 イヌ科 タヌキ 山口県立山口博物館
哺乳類 食肉目 クマ科 ツキノワグマ 山口県立山口博物館
哺乳類 食肉目 アシカ科 オタリア　　幼獣 北九州市立自然史・歴史博物館
哺乳類 食肉目 アザラシ科 ゴマフアザラシ 北九州市立自然史・歴史博物館
哺乳類 食肉目 イタチ科 アナグマ 山口県立山口博物館
哺乳類 食肉目 イタチ科 シベリアイタチ 山口県立山口博物館
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第３部　おどろき！迫りくる動物たち　動物のくらしを３DVRで体験
　アナグマの子育てや巣穴、オオサンショウウオのオスの子
育てを紹介した。とくにアナグマの３D映像は、野生動物で
は初めて撮影された映像もとに、VR・タブレットで映像体験
ができた。オオサンショウウオのオスの子育て映像や写真も
日本で初めて撮影されてものである（図3.a–i）。解説パネル
を示した（図3.j–x）。

類名 目名 科名 和名 所蔵
哺乳類 食肉目 イタチ科 ニホンイタチ 山口県立山口博物館
哺乳類 食肉目 イタチ科 ニホンテン 山口県立山口博物館
哺乳類 食肉目 イタチ科 ユーラシアカワウソ 山口県立山口博物館
哺乳類 食肉目 イタチ科 ラッコ　親子 北九州市立自然史・歴史博物館
哺乳類 食肉目 アライグマ科 アライグマ 山口県立山口博物館
哺乳類 食肉目 ネコ科 チーター 北九州市立自然史・歴史博物館
哺乳類 食肉目 ネコ科 ベンガルヤマネコ 山口県立山口博物館
哺乳類 食肉目 ネコ科 ライオン　　　　♀ 北九州市立自然史・歴史博物館
哺乳類 食肉目 ネコ科 ライオン　　　　♂ 北九州市立自然史・歴史博物館
哺乳類 食肉目 ネコ科 ライオン　　幼獣 北九州市立自然史・歴史博物館
哺乳類 食肉目 ネコ科 ライオン　　幼獣　 北九州市立自然史・歴史博物館
哺乳類 奇蹄目 ウマ科 サバンナシマウマ 北九州市立自然史・歴史博物館
哺乳類 偶蹄目 イノシシ科 イノシシ　　　　 山口県立山口博物館
哺乳類 偶蹄目 ウシ科 ジャコウウシ 北九州市立自然史・歴史博物館
哺乳類 偶蹄目 ウシ科 ニホンカモシカ 山口県立山口博物館
哺乳類 偶蹄目 キリン科 キリン　　　　幼獣 北九州市立自然史・歴史博物館
鳥類 ミズナギドリ目 アホウドリ科 アホウドリ 山口県立山口博物館
鳥類 ミズナギドリ目 アホウドリ科 コアホウドリ 山口県立山口博物館
鳥類 ミズナギドリ目 ミズナギドリ科 オオミズナギドリ 山口県立山口博物館
鳥類 コウノトリ目 コウノトリ科 コウノトリ 山口県立山口博物館
鳥類 コウノトリ目 トキ科 トキ 山口県立山口博物館
鳥類 ペリカン目 グンカンドリ科 オオグンカンドリ 山口県立山口博物館
鳥類 ペンギン目 ペンギン科 イワトビペンギン 山口県立山口博物館
鳥類 ペンギン目 ペンギン科 キングペンギン 北九州市立自然史・歴史博物館
鳥類 ペンギン目 ペンギン科 ジェンツーペンギン 北九州市立自然史・歴史博物館
鳥類 ツル目 ツル科 タンチョウ 山口県立山口博物館
鳥類 ツル目 ツル科 ナベヅル 山口県立山口博物館
鳥類 ツル目 ツル科 マナヅル 山口県立山口博物館
鳥類 タカ目 タカ科 オジロワシ 山口県立山口博物館
鳥類 タカ目 タカ科 ツミ 山口県立山口博物館
鳥類 タカ目 タカ科 トンビ 山口県立山口博物館
鳥類 タカ目 タカ科 ミサゴ 山口県立山口博物館
鳥類 ハヤブサ目 ハヤブサ科 ハヤブサ 山口県立山口博物館
鳥類 フクロウ目 フクロウ科 アオバズク 山口県立山口博物館
鳥類 フクロウ目 フクロウ科 オオコノハズク 山口県立山口博物館
鳥類 フクロウ目 フクロウ科 コノハズク 山口県立山口博物館
鳥類 フクロウ目 フクロウ科 トラフグス 山口県立山口博物館
鳥類 フクロウ目 フクロウ科 フクロウ 山口県立山口博物館
鳥類 フクロウ目 フクロウ科 ワシミミズク 山口県立山口博物館

図3　展示アナグマ　基本情報と巣穴内での子育て(a), アナグマの子の成長(b), 巣穴内の調査例(c)
a b c

アナグマの親子（山口市）
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図3　展示　巣穴模型と巣穴内部(d), 3D180 °VR映像体験ブース(e ), オオサンショウウオの展示(f)
d e f

図3　展示　オオサンショウウオ　産卵と子育て(g), 子育て3D映像(h), オオサンショウウオ標本(i)
g h i

図3　アナグマの解説　基本情報(j), コラム遅延着床と冬眠(k), 巣内での子育て(l)
j k l

図3　アナグマの解説　子の成長(m), 兄弟の育児協力(n), 巣穴の維持管理(o)
m n o



−32−

〔山口博物館研究報告田中　浩

図3　アナグマの解説　交尾オス(p), 巣穴調査(q), 3D180°VR撮影現場(r)
p qq rr

図3　オオサンショウウオの解説　基本情報 (s), オスの子育て(t), 幼生の成長(u)
s t u

図3　オオサンショウウオの解説　形態(v), 採食(w), 生態調査(x)
v w x
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第４部　やまぐちの動物たち　　最新技術で解明！やまぐちの動物たち
　山口湾のカブトガニの産卵・幼生の誕生、特に一齢幼生が
海へと飛び出す瞬間を初めて撮影した映像を公開した。日本
で一番小さなネズミ カヤネズミの巣作りや子育て、特に野外
で初めて撮影された授乳シーンを映像で紹介した。最新の動
物行動研究機器であるバイオロギング機器の実物機器の変遷
と、実際に動物つけての行動観察記録を展示し、山口県での
ホシエイ・スナメリ・アライグマ・ヌートリアのバイオロギ
ング機器を使った調査を紹介し、イルカの超音波体験を行っ
た。（図4. a–k）。福田幸広氏の著作物の展示をした（図4. l）。
カブトガニ・カヤネズミ（図4. m–u）、バイオロギング関係の解説パネルを示した（図5. a–o）。

図4　展示カブトガニ　カブトガニの産卵(a), 卵と幼生(b), カブトガニの水中映像と標本展示(c)
a b c

図4　展示カヤネズミ　 標本と巣(d), 巣作り(e), 子育て(f)
d e f

図4　展示　カヤネズミの子育て映像(g), バイオロギングブース(h), データロガーの変遷と調査風景(i)
g h i

図4　展示　カブトガニ・スナメリ調査(j), ヌートリアなど山口県での調査(k), 福田幸広氏の著作展示(l)
j k l

産卵に来たカブトガニのつがい
（山口市山口湾）
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図4　解説　カブトガニ　基本情報(m), 形態(n), 成長(o)
m n o

図4　解説　カブトガニ幼生(p), カヤネズミ基本情報(q), カヤネズミ子育て(r)
p q r

図4 　解説　カヤネズミ巣作り(s), 巣の探し方(t), 福田幸広氏の活動について(u)
s t uu
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図5　解説バイオロギング　データロガー (f), カブトガニの行動調査(g),  カブトガニの行動範囲(h) 
f g h

図5　解説バイオロギング　バイオロギングの基本情報(a-d), キャットログ(e) 
a b dc e

図5　解説バイオロギング　カブトガニの行動調査(i–j),  イルカ体験パネル(k) 
i j k
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　記念行事として、下記の特別講演を行った。
　・特別展記念スライドトークショー
　　講演者：福田幸広（しあわせ動物写真家）　　
　　日時　７月24日㈰　　10：00～・14：00～　　　　
　・バイオロギングって何？
　　講演者：渡辺伸一（バイオロギング研究者）　
　　日時　７月31日㈰　　10：00～・14：00～　　　　

記念出版物として「どうぶつの子育てってすばらしい」を発刊した。内容は、第２部で写真
及び映像で展示した世界の動物の子育てについて15種をとりあげ、写真と解説による冊子であ
る。

本展は下記の主催、協賛、展示協力により実施した。特に展示協力をいただいた団体・個人
の方々にあらためて感謝の意を表する。
主　　催　　�山口県、山口県教育委員会、「ふしぎ！おどろき！大動物展」実行委員会（山口

県立山口博物館、山口県ひとづくり財団、山口県産業技術センター、tysテレビ
山口、山口新聞社）　

協　　賛　　�秋吉台自然動物公園サファリランド、宇部市ときわ動物園、下関市立しものせき
水族館（海響館）、周南市徳山動物園　　※当館と県内動物展示４施設連携の割
引制度を会期中実施した。

展示協力　　�北九州市立自然史・歴史（いのちの旅）博物館、井の頭自然文化園、山口カブト
ガニ研究懇話会、山口大学農学部細井研究室、リトルレオナルド社、株式会社
RABO、Biologging Solutions Inc.、内藤靖彦（国立極地研究所名誉教授）、東
京大学大気海洋研究所、山口県農林総合研究センター、山口県水産研究センター、
山口市農林政策課、山口博物館動物サポーター、福田幸広氏、ゆうきえつこ氏、
渡辺伸一氏、原田直宏氏、細井栄嗣氏、松本哲朗氏

図5　解説　山口県で行われたバイオロギング調査ヌートリア(l–m)
アライグマ(n) バイオロギング(o)
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